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11月1日現在の大崎市の人口
	地域
	男
	前月比
	女
	前月比
	計
	前月比
	世帯数

	古川
	37,972
	＋ 9
	39,355
	＋ 12
	77,327
	＋ 3
	32,274

	松山
	2,814
	― 1
	2,984
	― 3
	5,798
	― 4
	2,200

	三本木
	3,828
	＋ 6
	3,842
	― 6
	7,670
	0
	2,726

	鹿島台
	5,551
	― 5
	5,934
	＋ 2
	11,485
	― 3
	4,553

	岩出山
	5,028
	― 5
	5,186
	― 20
	10,214
	― 25
	4,130

	鳴子温泉
	2,671
	― 3
	2,919
	― 2
	5,590
	― 5
	2,617

	田尻
	5,122
	― 18
	5,229
	― 16
	10,351
	― 34
	3,610

	市全体
	62,986
	― 35
	65,449
	― 33
	128,435
	― 68
	52,110


問合せ　市政情報課統計担当　電話23-5091

今月の納税
納期限：1月4日（月）
市から送付する納付書や口座振替を利用している人の納期限です。口座振替を利用している人は、記帳にて残高と振替結果を確認してください。
固定資産税・都市計画税	第4期
国民健康保険税　第6期
介護保険料　第6期
後期高齢者医療保険料　第6期
問合せ　納税課収納担当  電話23-5148

空間放射線量の測定結果（単位:マイクロシーベルト/h）
	11月17日測定
	地表面
から1m
	地表面
から0.5m

	市役所第2駐車場
	0.05
	0.06

	松山総合支所
	0.04
	0.04

	三本木総合支所
	0.04
	0.04

	鹿島台総合支所
	0.04
	0.04

	岩出山総合支所
	0.04
	0.04

	鳴子総合支所
	0.05
	0.05

	田尻総合支所
	0.03
	0.03



火災発生件数(10月末日現在・右欄は前年比)
	建物火災
	16件
	＋1

	林野火災
	0件
	－3

	車両火災
	4件
	－1

	その他火災
	12件
	＋6

	合計
	32件
	＋3



交通死亡事故件数(11月15日現在・右欄は前年比)
	発生件数
	4件
	＋3

	死亡者数
	4人
	＋3


問合せ　防災安全課 消防担当・交通防犯担当  電話23-5144

パタ崎さんのひと口メモ
●大崎市のキャンプ場を紹介！
問合せ 観光交流課 電話23-7097
　大崎地域の農業が、北海道・東北地方で初となる「世界農業遺産」に認定されてから約3年が経過したよ。
世界的に重要な農林水産業を営む地域を、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）が認定する制度で、日本国内は11カ所しか認定されていないんだ。「大崎耕土」のおいしいお米だけでなく、みそやしょうゆなどの発酵食品、川やため池、そこに住むカエルや魚、ぼくたちのような渡り鳥など、いろいろな生き物や、お家を囲っている木（ 居久根：いぐね）など、みんなが普段から関わっている生活そのものが認められたんだ。
　最近では「大崎耕土」の色んな場所にＱＲコード付きの案内板が設置されて、スマートフォンで読みとると解説と映像が見られるんだ。小学3年生から６年生のみんなには、わかりやすい副読本が配られたよ。案内板の場所や映像、副読本はウェブサイトにも掲載しているから、みんなも見てみてね！

今月の表紙
　11月9日から11月15日にかけて行われた「秋季全国火災予防運動」に伴い、防火啓発活動の一環として11月12日、三本木地域でひまわり園幼年消防クラブ合同防火パレードが行われました。
　小春日和となったこの日は、ひまわり園の園児59人が参加し、火の用心の歌にあわせて、三本木中心街を20分かけて練り歩きました。
　地域の皆さんが沿道で温かく見守る中、園児たちは「火の用心 マッチ1本 火事のもと」と唱えながら、拍子木を打ち鳴らし、火災予防を呼びかけました。
　暖房器具を使用する機会が増え、火災が起こりやすい季節となりました。日頃から火災予防に努めましょう。
オオサキワンダーミュージアム
人と大自然の青空博物館
vol.8「豊饒の大地「大崎耕土」世界農業遺産ブランド認証～米の認証とモニタリング調査～」
問い合わせ　世界農業遺産推進課自然共生推進担当　電話23-2281
大崎地域世界農業遺産推進協議会では、豊饒の大地「大崎耕土」世界農業遺産ブランド認証を令和元年度から開始しており、現在「米」と「岩出山凍り豆腐」の2つの品目の認証を行っています。
　今年度、米の認証では、約619ヘクタールの申し込みがありました。今後、「大崎耕土」で育まれた農産物や加工品について、認証品目を拡大していく予定です。
　米の認証制度の特徴として、「大崎耕土」で生まれた品種を、農薬や化学肥料の使用を減らして栽培を行うとともに、申請者による田んぼなどの生きものモニタリング調査を実施しています。
　環境の変化に敏感な生きもの達を決められた方法において調査することで、土や水路の状況などの田んぼの環境が分かります。
　毎年続けていくことで、水田や周辺の環境を知り、「大崎耕土」の保全と安全安心な米作りにつなげていきます。
　大事に育てられたお米は、『ささ結』をはじめ、ブランド認証品として道の駅などで販売されていますので、ぜひ探してみてください。

市長コラム　今年を振り返って
令和元年東日本台風被災の早期復旧・復興。東日本大震災の復興完遂。合併15周年への準備などに、意欲的に取り組む決意で新年に臨みましたが、国難とも言うべき新型コロナウイルス感染症対策に振り回された一年でした。
　感染症拡大が、市民生活や社会・経済活動に与えた影響は大変深刻なものであり、未だ回復に至っておりません。引き続き、感染拡大防止、経済対策に取り組んでまいります。
　落ち込んだ気持ちにとらわれがちの中で、明るいニュースもありました。
10月３日、三本木パークゴルフ場がオープンしました。県内外からたくさんのパークゴルフ愛好者が来場し、リフレッシュの機会となっています。
　
10月28日には、国の重要文化財に指定された木造千手観音坐像が田尻総合支所で展示を開始しました。千手観音は、千の目と千の手で一切の衆生を救うといわれます。
昨年の水害から見事に復興した、鹿島台の有限会社マルセンファームが、東北出身菅総理大臣肝いりの「ディスカバー農山 (む)漁村 (ら)の宝」で準グランプリを受賞しました。
安全・安心、交流拠点の期待を受けて、市民病院鳴子温泉分院や、鳴子総合支所の建設工事が進んでおります。市役所本庁舎建設にも着手しました。
　コロナ禍の中で暮らしの変化、働き方の変化が進み、大都市からの田園回帰、地方移住の動きも出てきました。渡り鳥に選ばれたまち。世界農業遺産の大崎耕土。変革の主体者たる自覚と誇りを持って、新しい年を迎えたいものです。
祈　悪疫退散　疫病終息
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